
ト
ン
ネ
ル
技
術

相
次
ぎ
開
発

第
2
次
安
倍
内
閣
の
誕
生
か
ら
間
も
な
く
1
年
。
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
に
よ
る
大
幅
な
財
政
出
動
に
加
え
、
消
費
増
税
に
伴
う
駆
け
込
み
需

要
も
あ
っ
て
建
設
市
場
は
大
き
く
好
転
し
、
建
設
各
社
は
軒
並
み
受
注
を
伸

ば
ん
で
い
る
。

9
月
に
は
2
0
2
0年
夏
季
東
京
五
輪
の
開
催
、
幻
年
開
業

を
目
指
す
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
東
京
i
名
古
屋
聞
の
ル
l
卜
が
決
定
し
、
ロ

月
に
は
国
土
強
靭
化
基
本
法
が
成
立
す
る
な
ど
、
建
設
産
業
界
の
力
が
従
前

に
も
増
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
「
土
木
」
「
建
築
」
「
設
備
」

「
素
材
・
建
材
」
の
切
り
口
か
ら
、
日
年
の
技
術
動
向
を
振
り
返
る
。

ズ
リ
出
し
の
前
段
階
で
吹
き
付
け
作
業

を
行
う
技
術
、
地
質
不
良
地
山
の
山
岳

ト
ン
ネ
ル
で
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
孔
を
任
意

の
場
所
で
拡
径
し
、
引
き
抜
き
耐
力
を

向
上
さ
せ
る
ツ
l
ル
、
山
岳
ト
ン
ネ
ル

で
高
品
質
な
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
打

設
で
き
る
工
法
な
ど
、
工
期
短
縮
や
施

工
効
率
、
品
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
技

術
も
相
次
い
で
実
用
化
さ
れ
た
。

都
市
部
向
切
の
シ
ー
ル
ド
工
法
も
進

化
。
複
数
の
小
口
径
シ
ー
ル
ド
を
連
結

さ
せ
て
非
開
削
で
超
大
断
面
道
路
ト
ン

ネ
ル
を
構
築
す
る
工
法
の
実
用
化
に
め

ど
が
付
い
た
ほ
か
、
シ
ー
ル
ド
工
法
で

大
深
度
地
下
に
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
分
合

流
部
を
構
築
す
る
技
術
と
し
て
、
シ
ー

土
木
分
野
の
技
術
で
は
、
昨
年
と
同

様
に
東
京
外
か
く
環
状
道
路
(
外
環
)

や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
な
ど
を
見
据
え

た
ト
ン
ネ
ル
関
連
技
術
の
開
発
が
相
次

ぎ
、
特
に
山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
技
術
発
表

が
多
か
っ
た
。
切
羽
前
方
の
地
質
状
態

を
探
査
す
る
技
術
で
は
、
発
破
時
に
抗

一
壁
を
伝
わ
る
弾
性
波
や
、
先
進
ボ
l
リ

一
ン
グ
で
生
じ
る
穿
孔
振
動
か
ら
破
砕
帯

一
な
ど
を
事
前
把
握
す
る
技
術
を
複
数
の

一
ゼ
ネ
コ
ン
が
開
発
し
た
。

一
山
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
壁
面
変
位
を

一
計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も
進
み
、

一
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
T
S
)
を

一
搭
載
し
た
専
用
車
両
で
変
位
を
連
続
的

一
に
自
動
計
測
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
監

視
す
る
技
術
、
防
犯
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
管
理
の
分
野
で
人
物
特
定
に
活
用
さ

れ
て
い
る
画
像
処
理
技
術
を
応
用
し
、

変
位
を
面
的
に
3
次
元
で
測
定
で
き
る

技
術
が
実
現
場
に
適
用
さ
れ
た
。

山
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
掘
削
直
後
、

ト
ン
ネ
ル
技
術
で
は
工
期
短
縮
や
施
工
効
率

の
向
上
な
ど
相
次
い
で
実
用
化
さ
れ
た

維持管理、将来のCIMも見据え
ル
ド
機
で
容
易
に
切
断
で
き
る
セ
グ
メ

ン
ト
も
開
発
さ
れ
た
。

ま
た
、
泥
水
式
シ
ー
ル
ド
工
法
で
掘

削
す
る
際
に
発
生
す
る
ヒ
素
汚
染
泥
水

を
現
場
で
浄
化
す
る
技
術
を
複
数
の
ゼ

ネ
コ
ン
が
開
発
。
関
東
地
方
に
は
、
有

楽
町
層
や
上
総
層
な
ど
自
然
由
来
の
ヒ

素
が
比
較
的
多
く
含
ま
れ
る
地
盤
が
広

く
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
ヒ
素
汚
染
土

壌
の
処
分
量
と
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る

た
め
、
開
発
各
社
は
、
都
心
部
の
大
規

模
・
大
深
度
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
提
案
し
て
い
く
構
え
だ
。

今
後
増
大
す
る
維
持
管
理
市
場
を
見

据
え
た
技
術
開
発
も
進
展
し
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
使
っ
た
A
E
(
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
)
セ
ン
サ
ー

で
ト
ン
ネ
ル
な
ど
イ
ン
フ
ラ
構
造
体
に

生
じ
た
微
少
な
変
位
を
検
知
す
る
維
持

管
理
用
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
が
開
発

さ
れ
た
。
電
気
を
全
く
使
用
し
な
い
た

め
、
高
湿
度
条
件
下
や
可
燃
性
ガ
ス
噴

出
環
境
下
な
ど
監
視
が
困
難
な
場
所
で

も
特
別
な
処
置
を
施
す
こ
と
な
く
A
E

計
測
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
長
期
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
と
な
っ
た
。

長
期
的
な
維
持
管
理
の
改
善
と
い
う

視
点
か
ら
、
鉄
筋
や
P
C鋼
材
な
ど
腐

食
の
可
能
性
の
あ
る
材
料
を
使
用
せ

ず
、
さ
び
な
い
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
採
用
し
た
非
鉄
製
の
超
高

耐
久
橋
梁
が
開
発
さ
れ
、
今
後
、
実
構

造
物
へ
の
適
用
を
目
指
し
、
さ
ら
に
検

討
を
進
め
て
い
く
。

c
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)

関
連
で
は
、
盛
土
材
料
や
転
圧
回
数
、

沈
下
量
な
ど
盛
土
の
情
報
化
施
工
で
得

た
デ
i
タ
を
3
次
元
ブ
ロ
ッ
ク
モ
デ
ル

で
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
将
来

の
C
I
M
展
開
を
に
ら
ん
だ
技
術
が
開

発
さ
れ
始
め
て
い
る
。
(
堀
井
啓
一
)

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12~ 日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬建設通信
16.建設工業

p 3 タ)
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建設通信新聞


